
▶ バス*については、充電設備のためのスペース確保や一回の充電での走行距離が短いこと等の課

題がある中、民間企業と連携し、大都市における導入モデルの構築に向けて取り組んでいます。

▶ 年度に バスの営業運行を開始し、車両性能や効率的な充電方法等の検証を進めるととも

に、計画期間中に 両程度の導入を目指します。

▲燃料電池バス

（３ 化の推進

▶

 バスの 化の推進

計画期間における取組

▶ 燃料電池バスについては、 年度末時点で国内

バス事業者最大の累計 両を運用しています。

▶ 年４月には、有明自動車営業所に国内初とな

るバス営業所内水素ステーションを開所し、燃料

電池バスの導入を更に拡大します。

到達目標 年度 燃料電池バス累計 両導入

大都市における バス導入モデルイメージ

６８

世界的にカーボンニュートラルへの動きが加速し自動車の電動化が拡大している中、ゼロエミッシ

ョン東京の実現に貢献するため、都営バスにおいて、都の施策と連携を図りながら、ZEVの導入

拡大を進めます。

*　EV(Electric Vehicle)バス　：　蓄電池の電気エネルギーを動力源に電気モーターを回転させて走行するバス
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東京都交通局経営計画2025（案）に関するパブコメの資料（一部抜粋）



▲バス営業所屋上に設置した太陽光発電設備

（４ 再生可能エネルギーの活用

▶ 庁舎の屋上等への太陽光発電設備の設置を推進するとともに、事業運営における再生可能エネ

ルギーの活用を拡大します。

計画期間における取組

 太陽光発電設備の設置

▶ 施設の改築等に合わせて、「省エネ・再エネ東京仕様」に基づき、活用可能なスペースに太陽光発電設

備を設置します。

▶ 一部のバス営業所の壁面に薄型太陽光パネルを設置し、 バスへの充電等について検証を実施し

ます。

 再生可能エネルギー活用の更なる拡大

▶ 都営バス全営業所及び東京さくらトラムの運行電力に、交通局の水力発電による電気を活用してい

ます。

▶ 年カーボンハーフの実現に向け、省エネ設備や太陽光発電設備の導入などをより一層進める

ほか、都営地下鉄において、電力市場の動向等に留意しながら、再生可能エネルギー由来の電気の

活用を拡大します。

到達目標 年度 CO2排出量： 万 以下に低減 （ 年度比 ％）

６９
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発信日：２０２４年９月９日 

国際興業株式会社 総務部広報課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レトロフィット EV バスの運行を開始 

～池袋駅西口発の路線にて関東では初運行～ 

 

 

【 運行開始日 】  ２０２４年９月９日（月） 

【 運 行 系 統 】 [池 20]池袋駅西口～高島平操車場、[池 21]池袋駅西口～高島平駅 

   運行ダイヤは当社 HP をご覧ください。（URL:https://5931bus.com/news_details/id=3754） 

【 車 両 概 要 】  

■車 両 型 式 ： いすゞエルガ ノンステップバス PKG-LV234L2（平成 22 年式） 

■駆動用機器 ： 駆動用リチウムイオンバッテリー（容量 280kW）、電動モーター（最大出力 320kW） 

■  ： RAC Electric Vehicles Inc. 

【 充電器概要 】 

■製 造 ： 車王電子（Mobiletron Co.,Ltd.） 

■型 式 ： CG-008（60kW）、充電口 2口 

■充 電 方 式 ： CHAdeMO 準拠 

■レトロフィット EVバス・充電器の概要■   

２０２４年９月９日 

乗合バス・貸切バス・ホテルなどの事業を展開する国際興業株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長：

黒滝寛）は、レトロフィット EV バス＊１を当社池袋営業所へ導入し 9 月 9 日より関東では初となる運行を開始い

たしました。 

レトロフィット EV バスは、当社において約 13 年間、約 51 万 km 走行したディーゼルエンジンのノンステップ

バスを EV 化した車両です。台湾最大手の電気バスメーカーRAC Electric Vehicles Inc.（本社：台湾桃園市）

が改造を実施し、住友商事株式会社および住友商事パワー&モビリティ株式会社（本社：東京都千代田区）の全体

統括と西日本鉄道株式会社（本社：福岡県福岡市）および西鉄車体技術株式会社（本社：佐賀県三養基郡基山町）

の技術協力を受け、いすゞ製バスでは初の EV 化改造を実現しました。 

また、今回の車両導入にあたり、当社池袋営業所へ新たに急速充電器を設置いたしました。 

当社は今後も、電動車導入など脱炭素化に向けた取り組みを推進し、２０５０年カーボンニュートラルの実現

に貢献してまいります。 

https://5931bus.com/news_details/id=3754


 
発信日：２０２４年９月９日 

国際興業株式会社 総務部広報課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１.レトロフィット EV バス 

 レトロフィットとは、既存の構造や機器を新しい技術や部品で更新・改良すること。 

 レトロフィット EV バスとは、既存のディーゼルバスのエンジン部分を EV 化し電気バスに改造することで、 

 当社車両では既存のディーゼルバス比で年間約４８％の CO2 排出削減を見込む。 

 

〇ひと目で「レトロフィット EV バス」と分かることをコンセプトに車体ラッピングを施しました。 

✔『電気』 全体的に黄色を配色するとともに「雷」や「電池」を模したマークを配置。 

✔『充電コード』 曲線デザインにより充電コードをイメージ、弊社既存の直線的な塗装との違いを強調。 

✔『レトロフィット』 当社の伝統的な若草色のカラーや矢羽根デザイン、ロゴマークをオマージュ。 

 

■ラッピングデザインのコンセプト■   
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                     Ｎｅｗｓ Ｒｅｌｅａｓｅ                

２０２４年１２月２６日 

京成タウンバス株式会社 

葛飾区内を走る京成タウンバス 電気バス導入に伴い 

ＥＶバス出発式を開催します！ 

２０２５年１月２４日（金） １０時より 

 
 

京成タウンバス株式会社（本社：東京都葛飾区、社長：檜山 雅紀）では、大型路線

バスタイプの電気バス（EV バス）２両の導入に伴い、EV バス出発式を２０２５年１月２４

日（金）１０時００分より開催いたします。 

京成タウンバスでは、政府が掲げる２０５０年度までのカーボンニュートラルの実現に

向け、環境に配慮したバスの導入について検討を進めて参りました。今回導入する電気

バスは、蓄電池に充電した電力だけで走行する車両で、軽油などの燃料で動くディーゼ

ルバスと異なり、ＣＯ２などの温室効果ガスを排出することがなく騒音や振動も抑えられ

るなど、環境負荷の小さいバスです。 

ＥＶバスは「環境にやさしいバス」をテーマに、１両は当社の運行エリアである葛飾区

が、もう１両は当社従業員がデザインを選定し、ラッピング施工を実施します。 

京成タウンバスでは、これからも政府が掲げる「２０５０年カーボンニュートラル」の達

成、脱炭素社会の実現に向けて、環境に配慮したバスの導入を進めてまいります。 

 

ＢＹＤ製「電気バス」の導入ついて 

１．ＢＹＤ製 大型電気バス「Ｋ８」 

   運行路線： 新小５８・新小５１・小７４出入系統 

   車両寸法： 車両総重量１６,２５５kg 長さ１,０５０cm 幅２４９cm 高さ３２７cm 

   乗車定員： ８０人（運転士を含む） 

   導入台数： ２両  

   運行開始： ２０２５年１月２５日（土） 

  

 

 

 

 

葛飾区選定デザイン                  当社選定デザイン 

ＥＶバス出発式の詳細は次項のとおりです。 
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『京成タウンバス EV バス出発式』について 

 

【日 時】 

２０２５年１月２４日（金） １０時００分～１１時００分 

 

【場 所】 

京成タウンバス奥戸営業所車庫 

（住所：東京都葛飾区奥戸２－６－１０） 

 

【参加者】 

葛飾区 区長  青木 克德 様 

ビーワイディージャパン株式会社 様 

株式会社東光高岳 様 

京成タウンバス株式会社 代表取締役社長 檜山 雅紀 

 

【内 容】 

・来賓挨拶 

・主催者挨拶 

・テープカット 

・記念撮影 

・EV バスの充電設備見学 

・EV バス試走 

 

【試走予定ルート】 

京成タウンバス車庫～奥戸総合スポーツセンター前～環七線 

 

【その他】 

出発式の取材等も対応可能です。報道関係者の方は３日前（１月２１日（月））までに 

下記問い合わせ先までご連絡頂けますと幸いです。 

なお車庫狭小のため、恐れ入りますが一般の方の参加はご遠慮頂いております。 

 

【お問い合わせ先】 

京成タウンバス株式会社 TEL:０３－５６７１－０３６０ 

 

以 上 
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2024年9月25日 

各 位 

会社名 京成電鉄株式会社  

代表者名 代表取締役社長 小林 敏也 

 （コード番号 9009 東証プライム市場） 

問合せ先  グループ戦略部課長 鈴木 勉 

 （電話番号 047-712-7032） 

バス事業における中間持株会社の設立ならびに事業再編に関するお知らせ 

 

京成電鉄株式会社（以下「当社」といいます。）は、本日開催された取締役会において、バス事業の中間持

株会社（京成電鉄バスホールディングス株式会社（以下、「京成電鉄バスＨＤ」といいます。））の設立ならび

にバス事業の再編（以下、「本再編」といいます。）を決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたしま

す。 

 

記 

１．中間持株会社設立の目的 

当社グループでは、2030 年におけるグループビジョン「京成グループの事業エリアのみなさまとの共創、

及び、日本の玄関口、成田空港の機能強化への寄与を通じ、サステナブルな社会の実現に貢献する」を掲げ、

東京都東部、千葉県、茨城県を中心とした事業エリアにおいて、鉄道事業を中心に、株主の皆様はもちろんの

こと、地域社会を含む全てのステークホルダーの皆様のため、事業を多角的に展開しております。 

 今般、グループビジョンの確実な達成に向けて、当社 100％出資の京成電鉄バスＨＤを設立し、東京都・千

葉県下においてバス事業を展開する当社グループ会社を取りまとめ、バス事業における営業力・採用力を強化

すると共に、一体経営として変化に柔軟、迅速に対応していく体制の構築を図ります。 

具体的には、2024年11月1日に当社100％出資の京成電鉄バスＨＤを設立し、その後は、本設立目的に沿っ

て、東京都・千葉県下における当社グループのバス事業会社（京成バス株式会社、東京ＢＲＴ株式会社、千葉

交通株式会社、千葉中央バス株式会社、成田空港交通株式会社、千葉海浜交通株式会社、千葉内陸バス株式会

社、東京ベイシティ交通株式会社、ちばフラワーバス株式会社、ちばレインボーバス株式会社、ちばシティバ

ス株式会社、ちばグリーンバス株式会社、京成タウンバス株式会社、京成トランジットバス株式会社、京成バ

スシステム株式会社、船橋新京成バス株式会社、松戸新京成バス株式会社および京成自動車整備株式会社。以

下、「当社グループバス事業会社」といいます。）の株式等および当社グループバス事業会社の経営管理事業を

京成電鉄バスＨＤに移管することを予定しております。 

 

２．本再編の概要 

 （１）バス事業の中間持株会社「京成電鉄バスＨＤ」を設立します。（当社 100％子会社の昭和タクシー有

限会社を商号変更します。） 

 （２）現在当社および当社グループ各社が保有しているバス事業会社株式ならびにバス事業に関する固定資

産の一部、および現在当社および新京成電鉄株式会社（以下「新京成」といいます。）が実施している東

京都・千葉県下における当社グループバス事業会社の経営管理事業を京成電鉄バスＨＤに移管します。 

 （３）当社グループバス事業会社を東京都内2社、千葉県下は西部、中央部、東部の3社に吸収合併および

吸収分割により再編の上、商号変更します。 
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３．中間持株会社の概要 

（１） 名 称 
京成電鉄バスホールディングス株式会社 

（現 昭和タクシー有限会社を商号変更） 

（２） 所 在 地 千葉県市川市八幡三丁目3番1号 

（３） 代表者の役職･氏名 今後選任予定です。 

（４） 事 業 内 容 
一般乗合旅客自動車運送事業を営む会社の株式又は持分を所有することに

よる、当該会社の経営管理 等 

（５） 資 本 金 1億円 

（６） 設 立 年 月 日 2024年11月 1日(予定) 

（７） 決 算 期 3月末日 

（８） 大株主及び持株比率 京成電鉄株式会社（100%） 

（９） 
上場会社と当該会社

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 当社100%出資の子会社です。 

人 的 関 係 
当社および当社子会社の役員又は従業員複数名が就任

あるいは兼任する予定です。 

 

４．中間持株会社設立等の日程 

本日 ：バス事業の再編ならびに中間持株会社の設立等に関する当社取締役会決議 

2024年11月 1日(金）予定 ：京成電鉄バスＨＤ設立（現 昭和タクシー有限会社を商号変更） 

2024年12月下旬予定 
：バス事業会社株式等および経営管理事業の移管手法等に関する当社取締役

会決議 

2025年4月1日(火）予定 ：中間持株会社体制への移行およびバス事業会社の再編（ＳＴＥＰ１） 

2026年4月1日(水）予定 ：バス事業会社の再編（ＳＴＥＰ２） 
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５．本再編に係る当社グループ体制（予定） 

 

 

６．今後の見通し 

 本件による当社グループの 2025 年 3 月期の連結業績に与える影響は、軽微であります。今後、公表すべき

事項が生じた場合には、速やかに開示いたします。 

 

７．その他 

 本再編は、再編当事会社の適法な機関決定ならびに法令に基づく関係官庁等の承認又は許認可等が得られる

ことを前提としております。 

 

以 上 

【現在】

【2025年4月1日　中間持株会社体制への移行およびバス事業会社の再編（ＳＴＥＰ１）】

【2026年4月1日　バス事業会社の再編（ＳＴＥＰ２）】

上記に加え京成バスの
千葉営業所管内

上記に加え京成バスの
松戸営業所、市川営業
所管内

上記に加え京成バス
の新都心営業所、習
志野出張所、新習志
野高速営業所、長沼
営業所管内

上記に加え京成バスの
奥戸営業所、東雲車
庫、金町営業所、江戸
川営業所管内

(旧ちばシティバス)
(旧ちばグリーンバス)

京成電鉄（当社）

京成電鉄バスホールディングス

京成自動車整備東京BRT 京成バス東京 京成バス千葉ウエスト 京成バス千葉セントラル 京成バス千葉イースト

(旧京成バスシステム) (旧成田空港交通)
東京BRT

(旧東京ベイシティ交通)

(旧千葉内陸バス)

(旧船橋新京成バス
鎌ヶ谷営業所) (旧船橋新京成バス習

志野営業所) (旧ちばフラワーバス)

(旧京成タウンバス) (旧京成トランジットバス) (旧ちばレインボーバス) (旧千葉交通)
(旧松戸新京成バス) (旧千葉海浜交通) (旧千葉中央バス)

京成電鉄バスホールディングス

京成バス 京成バス東京 京成バス千葉ウエスト 京成バス千葉セントラル 京成バス千葉イースト 京成自動車整備

船橋新京成バス 東京BRT

京成電鉄（当社）

松戸新京成バス
ちばレインボーバス

京成トランジットバス

京成バスシステム

ちばシティバス
ちばグリーンバス
京成タウンバス

成田空港交通

千葉海浜交通
千葉内陸バス

東京ベイシティ交通ちばフラワーバス

新京成電鉄 京成バス

京成電鉄（当社）

千葉交通 千葉中央バス 京成自動車整備


